
自主防災組織とは

変わる小城防災 災害に備えて

【小城高校防災講座】

～ 地域の情報を知り、災害に備えましょう!! ～

令和６年７月２５日（木）

この資料は、本日の防災訓練・研
修会用に作成したものです。

防 災 対 策 課



自主防災組織とは？

自主防災組織とは、「自分たちのまちは自分で
守る」という、地域住民の連携に基づき、結成さ
れる防災組織のことで、災害の発生時に、住民
が連携を取り、互いの身を守るための防災活
動を行います。



本日の内容

• １.小城市での地震

• ２.令和元年8月の大雨時における状況

• ３.キキクル（危険度分布）について

• ４.平常時・避難時の心得について

• ５．自主防災組織とは



小城市でも大きな地震が起きるかもしれません
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■日本ではどこでも地震が起きる
(小城市では？)
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小城市が今後30年以内に震度６弱
以上の揺れに見舞われる確率

7.0 %(2020.1.1基準)

*５強以上：34.6%
*５弱以上：79.1%

平成28年1月1日時点の評価値
平成28年熊本地震

《益城町役場の確率：8.1%》

佐賀市が今後30年以内に震度６弱
以上の揺れに見舞われる確率

9.2%(2020.1.1基準)

*５強以上：41.2%
*５弱以上：83.5%

佐賀平野北縁断層帯

項目 特性

構成する断層 川久保断層を含む複数の断層から構成

断層の長さ 地表：約２２ｋｍ 地下：３８ｋｍ程度

地震規模 Ｍ７．５程度
これまでの想定地震を大きく上回る規模

(出典)J-SHIS 地震ハザード ステーション NIED 防災科学技術研究所

令和4年1月1日時点の評価値
令和6年能登半島地震
《輪島市の確率：6.0%》
《珠洲市の確率：2.0%》



地震の被害想定結果一覧表：小城市

小城市地域防災計画から
死傷者2,550人（冬深夜）
（約20人に1人）

全・半壊焼失棟（冬18時）
14,300棟（約2/3）

自力脱出困難者約1,200人（冬深夜） 小城市ハザードマップ P19



液状化危険度が高くなる面積が広い市町：震源断層ごと



２ 令和元年8月の大雨時における状況



○8月27日（火）から、前線の活発な活動により九州の広範囲に強い雨域がかかり、長崎県、
佐賀県、福岡県を中心に大雨となりました。

8月27日18時

8月28日6時

気象レーダー（注２）

○8月27日(火)夕方及び8月28日(水)早朝の２回、
前線による降雨が続き、佐賀県に大雨特別警報
が出される豪雨となりました。

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

令和元年8月豪雨の概要について

令和元年8月豪雨の概要

（注２）
災害気象資料
ー令和元年８月２６日から２８日にかけての佐賀県・福岡県・長崎県の大雨についてー
令和元年８月２９日福岡管区気象台 より

（注１）
国土交通省作成



令和元年8月豪雨の一般被害状況

○六角川では令和元年8月豪雨において、9箇所で河川からの越水が発生しました。浸水面積
約6,900ha、浸水家屋2,936戸となる大規模な浸水被害となりました。

至佐賀市

六角川左岸23.8k付近 浸水状況

武雄川左岸0.8k付近 浸水状
況

武雄市内 浸水状況

➂

②

①

国道34号

至武雄市

牛津川右岸5.0k付近 浸水状
況

牛津川左岸8.4k付近 浸水状況

⑥

⑤

④

六角川左岸19.8k付近 浸水状
況

①

②

➂

④

⑤

⑥

※本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる
可能性があります。（国土交通省、佐賀県調べ）

9月30日時点 国土交通省、佐賀県調べ

令和元年8月豪雨の概要
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凡例

浸水範囲

越水箇所

大臣管理区間



道路・河川被害状況
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「キキクル（危険度分布）」

気象庁｜警報の危険度分布 (jma.go.jp)





出典：日常生活圏域ニーズ調査 モデル事業・集計報告書（全国）

平成２２年１０月厚生労働省老健局

自分で入浴ができますか

できる 一部介助があればできる できない 無回答

要支援 (69.1%) (21.6%) (4.9%) (4.3%)

要介護 (26.7%) (35.8%) (33.2%) (4.3%) 

50ｍ以上歩けますか

できる 一部介助があればできる できない 無回答

要支援 (52.0%) (19.9%) (22.6%) (5.5%) 

要介護 (29.4%) (19.2%) (46.7%) (4.7%) 

階段を昇り降りできますか

できる 一部介助があればできる できない 無回答

要支援 (35.6%) (29.2%) (29.6%) (5.6%)

要介護 (18.6%) (23.7%) (53.3%) (4.3%) 

大便の失敗がありますか

ない ときどきある よくある 無回答

要支援 (68.8%) (24.6%) (2.3%) (4.3%) 

要介護 (37.3%) (39.8%) (16.0%) (6.9%)



６ 平常時・避難時の心得について



地震時におけるけが
最大の原因は家具類の転倒・落下

東京消防庁「家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブック」より



間柱を探し、しっかりと固定
する。

間柱センサーと探査錐



基本はＬ字金具

上
下
を
つ
な
ぐ



オフィス家具類の固定

コピー機

すきま家具

ロッカー固定のため、
天井までピッタリの
家具を入れる

ボルト等が使えない場
合は、強力接着器具を





準備するべきこと

• 動線を確保し、部屋に物を置かない

• 家具には転倒防止を

• 手助けが必要



東日本大震災の 避難所生活で一番問題になったのは・・・

愛知県小牧市ホームページから出典



非常持ち出
し品の準備
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家の補強

家具の固定
ブロック塀の
補強

これらは例です



６

平
常
時
・
避
難
時
の
心
得



高齢者に必要な防災グッズ

• 持病の薬（お薬手帳）

• 老眼鏡・メガネ

• 成人用おむつ（普段は使用していなくても備える）

• 歯磨きシート

• 入れ歯洗浄シート（洗浄剤ではなく洗浄シートを備える）

• 折りたたみ式の杖（普段使用していない場合も備える）

• モバイルバッテリー（電池式がおすすめ）

• 電池（器具は同じ電池がつけえるのを用意（例単3等）

• 健康保険証やマイナンバーカード

• 貴重品（現金）

• 助聴器

• 簡易トイレ



災害の恐れがあるとき早めの避難すべき理由

• 水の怖さ
1 浸水深が膝の高さ（40以上）まであると歩行が困難になる。

2 道路と水路の境目が分からなくなる上に、水の流れが加わること

で命を落とす危険がある。

・ 自動車での浸水避難は危険
・浸水深 10ｃｍ ・・・・走行可能

・浸水深 10ｃｍ～30ｃｍ・・・ブレーキ機能が低下

・浸水深 30ｃｍ～50ｃｍ・・・エンジンが停止

・浸水深が50ｃｍ以上・・・車が浮き、車内からの脱出が困難に

国土交通省HP「浸水深と避難行動について」

・浸水中の避難 足をとられる危険
https://youtu.be/RwftxI-pz3E



・打撲捻挫応急手当 RICE処置
https://youtu.be/eLeqvlHHad4

・ゴミ袋で簡単 豪雨時の水の逆流対策
https://youtu.be/Wbs2UC7tN18

・土砂災害警戒情報は避難の合図
https://youtu.be/h9GEMVtpz5g?t=23

災害時には、ラップが便利です
https://youtu.be/ckShksb02rQ



自主防災組織とは？

自主防災組織とは、「自分たちのまちは自分で
守る」という、地域住民の連携に基づき、結成さ
れる防災組織のことで、災害の発生時に、住民
が連携を取り、互いの身を守るための防災活
動を行います。



平常時からの取組みとして、自主防災組織の活動を・・・

平 常 時 の 活 動 （例） 災 害 時 の 活 動 （例）

次のような取組みがあります。

①地域住民への防災意識の普及活動
防災対策は、まず住民一人ひとりが防災に関心を持ち、備え

をすることが重要です。
②防災巡視・防災点検

防災の基本は、自分の住むまちをよく 知ることです。地域内
の危険箇所や防災上の問題点を皆さんで協議し、改善する必要
がある場合は、対策等を講じ、防災マップの作成を行います。

③防災用資機材の整備
地域の実情に応じて、必要な資機材を準備しておき、日ごろか

ら点検や使用方法の確認をしておきます。
④防災訓練

情報伝達訓練、消火訓練、避難訓練、救急救助訓練などを、
地域の皆さんで取組み、問題点などの改善を図ります。

⑤地域コミュニケーションの確保
地域コミュニケーションの充実を図り、一人暮らしの高齢者や

障がい者、乳幼児など災害時に支援が必要な方を把握します。

災害時には、左の「平常時の活動」において、皆さんが学んだ情
報を有効に活用するとともに、訓練に基づいた行動をとることとなり
ます。
しかしながら、災害の中でも、特に、地震など予期せぬ災害の場
合には、冷静な対応を取るのは困難と思われますが、防災に対す
る知識や日ごろからの心がけ次第で、この度合いは大きく異なって
きます。

①情報収集・伝達活動（連絡及び通報）
市・消防署等と連絡を取り合い、災害の正しい情報を住民に伝

達します。また、地域の被害状況や火災の発生状況を取りまとめ
ます。

②救出・救助活動
けが人や家屋の下敷きになった人たちを、みんなで救出・救

助活動します。危険を伴うので二次災害に十分注意を要します。
③初期消火活動

出火防止のための活動や、初期消火活動を実施します。ただ
し、火事の延焼拡大を防ぐのが目的で、消防署や消防団が到着
するまでとします。

④避難誘導
住民（要配慮者を優先）を避難場所などの安全な場所に誘導

します。避難経路は、災害の状況により変化しますので、市・消
防署などと連絡を取り合い、正確な情報に基づき、安全に留意し
ながら誘導します。

⑤給食・給水活動
食料や水、応急物資などを配分します。必要に応じて、炊き出

しなどの給食、給水活動を実施します。

自主防災組織の活動には、平常時及び災害時の活動があります。
平常時の活動の成果が、万が一の災害発生時に生かされますので、日ごろから地域の皆さんで、役割分担や防
災資材、地域内の要配慮者などの情報確認などを行ったり、訓練を実施しておくことが大切です。



災害への向き合い方～強化すべき防災・減災活動の位置づけ

防災活動 減災活動

共助（自主防災組織） 自助 共助（自主防災組織）

予防と被害抑止

・災害から命を守る備え

家具転倒防止

ガラス飛散防止

耐震補強強化

備蓄の備え

・地域の点検と把握

避難経路確認

危険個所確認

応急対応

・災害対応内容の検討

初動方針・対応方針検討

避難方法・誘導方法検討

・対応内容の訓練

安否・避難確認訓練
避難・避難誘導訓練

消火・搬送・手当訓練

BCP・タイムライン

防災街歩き・防災マップ 迅速な初動対応への物的な備え・確認方法

非常持ち出し品の備え 安否・避難確認

災害図上訓練DIG・クロスロード 避難所運営HUG

復旧

・災害後に
困らないための備え

避難所運営訓練

炊き出し訓練訓練



自主防災組織は必要か

・必要

・必要ではない



知識だけは命は守れません！

ご近所、親戚、知人

顔の見える関係を作ることも
大切です。


